
番号 レ 御意見・御質問
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現状説明；震災後原発事故で５人で暮らしていたが、家族ばらばらになりかつ妻を病院に預けており、病院から出るようにいわれているが、治療に適し
た病院が見つからない。経過良く続いてきた治療も震災後は裏目に出ている。
介護必要なため受け入れするにも浪江の家にも帰れず、アパートでは身体障害者には向かない。
新しい土地と家がほしいが、賠償もままならないため出来ない。
仕事も受け入れのため１月末でやめ福島県県内は汚染高いため埼玉に移動した。
妻（現在仙台の病院）は、孫生まれたが娘嫁ぎ先の南相馬市、相馬市にある「黒い粉」１００～３００万ベクレル／ｋｇ発見に心を痛めている。
余命を言い渡されこの現状で死んでいく悔しさは計り知れない。
双葉から浪江に家を建てて３年で住処を失った。
質問事項
１、東電賠償の件
２、除染で住めるようになるのか？
３、説明の内容によって原発の燃料取り出し問題。（期間）
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震災から１年が過ぎましたが、福島県民は深刻な状況に置かれています。
このような会を開催して頂くのはありがたいのですが、その前提になる福島のことをもって知って頂きたいと思います。
原子力委員会のこれまでの役割は何か？
なぜこのような事故を防げなかったのか？
等について質問します。
時間が短いので、他の人の質問と重なる場合は、変更するかもしれません。
宜しくお願いします。
４才と６才の父親です。

東京電力(株)福島第一原子力発電所における中長期措置について御意見を聴く会に事前に寄せられた御意見・御質問

1 ※個人情報等を除き原文を掲載しております
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